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春のキルギス日本語教育セミナー2021 

2021 年 3 月 14 日（土）オンラインで開催 

   ヴォロビヨワ・G    ジュヌシャリエワ・A  ウシケムピロワ・N       ⻄條 結⼈    シャミシエワ・N 
(実⾏委員)     (実⾏委員⻑)      (実⾏委員)     (第⼆部司会)    (第⼀部司会) 

 
◆3⽉ 14⽇ 「 ⽇本語教育 2021」
実⾏委員 参加 。漢字指導法
、 中央 ⽇本語教師 重要

思 、 講師 早稲⽥⼤学准教
授 ＪＳＬ漢字学習研究会代表 濱川祐紀代先⽣
講演 依頼 。�
◆準備 段階 、 禍 状況 ⽇本語教育
事情、状況変化 影響、授業実施 特徴 問題点

⾏ 意義
考 、各国代表者 報告会 同時開催 提案
。�

◆実⾏委員会 、中央 各国
連絡、司会担当 四国⼤学 ⻄條結⼈先

⽣ 国⽴⼤学 ・ 先⽣
会議、 準備 臨

、 教師会
初 経験 、無事 進⾏ 正直⾔
準備中 ⼼配 。�

◆教師会 会員 開催案内 配信
、以前 活動 先⽣⽅
研究会 発表

先⽣⽅ 知 送 。 実⼒ Ｎ
３以上 学⽣ 招待 。�
◆ ⽇、参加者 45⼈以上 。
招待 応 、 、
参加 。 、
参加者 残念 。�

雰囲気 、画⾯越 久
懐 ⽅々 会 嬉 。JICA
⽇本語教師 ⾼橋知也 、三森優

、川久保華代 、⼊⼭美保 、⻄條結⼈
楽 話 。�

◆第⼀部、濱川先⽣ 講演
貴重
参加者 多 思

。第⼆部 、
、 、 代

表 発表 興味深
。

国⽴総合⼤学、
国⽴⼤学付属⽇本学院、 国⽴⼤学 報告
。教員 学⽣ 調査 実施 結果

提⽰ 、参加者 次々 質問
。雰囲気 友好的

漢字指導 ⼯夫 話
。 終 別 、
⽇本語教育井⼾端会議 続 。�
◆参加希望者 5 ⼈ Zoom 会議 知
迷惑 、 参加

本当 残念 。5⼈ 後、
濱川先⽣ 講演 発表 PPT 届
、⾼ 評価 、同様
対策 講 次回以降 課題 ⾔ 。
、 ⽇本語教師会 参加者 少
実⾏委員 ⼀⼈ 残念 。�

◆濱川先⽣、発表者 皆 、 、実⾏委員会
・ 委員⻑、 ・

委員、司会 務 ⻄條結⼈先
⽣ ・ 先⽣ 礼 申 上
。⼀緒 活動 参加 楽 。�

◆今年 ⽇本語教育 30 年
。8 ⽉ 予定 30 周年記念国際研究⼤

会 成功 祈 。�
� （PhD）�
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講 演 

「漢字指導・学習の方法－バリエーションはどのくらい？－」 

                    濱川 祐紀代 

早稲田大学日本語教育研究センター／准教授 
 
◇2021年 3⽉ 14⽇（⽇）， ⽇本語教育

漢字教育 関 講演
。 漢字指導 漢字学習

。今回 報告
。�
，申込 時点 ， 先⽣⽅

漢字 教 ，漢字 思
事前 ⾏ 。 結

果，① 先⽣⽅ 「漢字 読
」 注⽬ ，「⾳読 ・訓読 同時

覚 」指導法 取 ⼈ 多 ，②
「正確 筆順 重要 」「書 重要 」 思

⼈ 多 。�
以前⾏ 調査（⾮漢字系・多国籍 学

習者 対象） ，学習者 先⽣ 「漢字 学習⽅法
選択肢 広 指導 」「覚
漢字 使 教 」
⾔ 。 要望 対 ，教師
何 。�
� 漢字 「字形・読 ・意味・⽤法」 ４ 側
⾯ 。漢字指導 多 「字形 読 」

，意味 ⽤法 着⽬ 指導⽅法 検
討 。例 ，漢字 使
場⾯ 思 浮 。�

料⾦表 漢字
表⽰ 。 画

像検索 確認 。
逆 ，今⽇習 漢字 使 会話 考
活動 考 。「 使 」「
使 」 場⾯ ⽤法 着⽬ 学習⽅法

， 学習者⼀⼈ 。先⽣ 友達
⼀緒 学習⽅法 思 。

，講演 中 他 指導⽅法
例 提案 。 実現可能 ⽅法

⾒ 。�
今回都合 悪 参加 ⽅ 伺

，参加 具体的 知
⼈ 。漢字指導

知 ⼈ 少⼈数
。zoom 使 楽 充実 時間 過
思 。 気軽 連絡 。�

e-mail:yukiyo_hamakawa[a]aoni.waseda.jp 
（＊[a] 変換 ）�

最後 ，漢字教育 興味・関⼼ ⽅ ，①『⽇本語
教師 実践・漢字指導』（濱川祐紀代編著），②JSL
漢字学習研究会（http://jsl-kanji.com/） 覧
幸 。�
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キルギス日本語教育セミナー実施報告 
 
◆2021 年 3⽉ 14⽇、 共和国⽇本語教師
会主催（国際交流基⾦助成事業） 「 ⽇本
語教育 2021」 ，早稲⽥⼤学⽇本語教
育研究 濱川祐紀代先⽣ 「漢字指導・学
習 ⽅法‐ ？‐」

講演 。�
�
◆報告者 濱川先⽣ 7 年前 国際交流基⾦
研修 ⻑期⽇本語教師研修 受 時 知
合 。濱川先⽣ 報告者 担当教師 ，教授経験
浅 報告者 ⽇本語 教 ⽅，主 教授法

丁寧 教 間柄
。�

◆今回，濱川先⽣ ⽇本語教師
素晴 講演 ，感謝 。

⽇本語教師 ，漢字 教授法 学
，漢字 漢字 教育⽅法 研究

教師 少 現状 。濱川先⽣
講演 良 機会 ， ⽇本語教師 ⾃
分⾃⾝ 役 ⽴ 感 ，学

⽇頃 授業 実践 気持
，実⾏委員 企画・実施 携

⽴場 以上嬉 。�

◆ 参加者
，

⾃分 新 知
識， 知
漢字 教 ⽅

多 知識 得

。�
◆濱川先⽣ 講演 後
，第 2 部

「CIS 各国 教育事
情」 ， ， ，

， 代表者 発表
。�

◆ 世界中 教育 変化
強 ， 時代 ⾒据 社会社会
中 教育 在 ⽅ ， 時代 ⽣
⼈材 養成 何 必要 検討
重要 思 。�

 

報告者：ジュヌシャリエワ・アセーリ 
「キルギス日本語教育セミナー2021」実行委員長

（ビシケク国立大学） 
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キルギス日本語教育セミナー2021 
参加者より① 

＝漢字教育の最前線＝ 

高橋 知也 

ブルガリア共和国 

ソフィア大学客員講師 

◆昨年８⽉ 「 ⽇本語
教育 2020」 引 続
、今回 「 ⽇本語教育

2021」 参加
、 。�

◆前回 今回 漢字教育 第⼀線 活躍 先
⽣⽅ 教 、⾃分 受 持

授業 漢字 扱 振 返 機
会 。�
◆今教 学⽣ 漢字 距離感 知
思 、濱川先⽣ 調査 同様 質問 �

� � � � � � � � � � � � � � � � � �  
翌⽇ 授業 学⽣ （3 年⽣ 12 ⼈） 漢字 好

聞 。結果 表 通 、漢字
好 割合 80％以上 学⽣ 60％以下 学⽣ �

表 漢字が好き？   半分 。⽇本語
学習 続
漢字 上⼿ 付 合
⽅ ⽋ 。�
◆漢字嫌 学⽣

苦⼿意識 克
服 、紹介

教 ⽅ 活⽤ 、
⼯夫

思 。�
�

＊＊＊＊＊＊＊�

好き
(%) 

嫌い
(%) 

⼈数 

100 0 1 
90 10 1 
80 20 4 
70 30 0 
60 40 2 
50 50 3 
40 60 0 
30 70 1 

�
�
�
◆3 ⽉ 14 ⽇ ⽇本語教育 2021
⾏ 。今回
形 、 、⽇本、 、 、

先⽣⽅ 参加 。�
◆ 第⼀部 漢字指導 学習 ⽅法
講演 、後 4⼈ 、

。第⼀部 通
、漢字 教 、⽇本語 教師 ⾝ 付

漢字指導 学習⽅法 関
学 。
教 互 質問 、意⾒
交換 、⾮常 得 多

。�
◆ 印象 残 、第⼆部 。

教育事情 、 、
報告 聞 、 似
違 何 分 。

⼤学 ⼤学 新型
感染防⽌対策 授業 始 、

学⽣ ⼿ 書 、宿題等
直接打 込 提出 、漢字 ⽂字 書 機会
極端 少 。�
◆ 、 以前 、⽇本語 読 聞

機会 増 、 反⾯、読 内容
正 理解 判断 評価 難

。�

テミロヴァ・ムスリマ 

ウズベキスタン国立世界言語大学講師�
�
◆ 、教師 学⽣、 学
⽣同⼠
機会 少 。

側 授業
⽇本語 学習 ⼤学⽣

対 調査 結果
。�

◆ 、
授業準備 時間
取 ⼤学 ⾏ 必要 時間 空間
制約 、ZOOM PPT 共有
可能 、 教師 学⽣ 都合 時間 授
業 。�
◆反⾯、 授業中、 接続 悪
化、停電、講演者 会
、質問 意⾒ ⾔ 時間 制約、参加者数

制約 問題 ⾒ 。�
◆ 講師 ⽅ 他 参加者

意識 、漢字指導 学習⽅法 習
、 授業中 使 考
。 今回 頻

繁 実施 期待 。�
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キルギス日本語教育セミナー2021 
参加者より② 

◆ 度 、 ⽇本語教育 出席
。私

2012 年 ２年間 JOCV ⽇本語教
師会 活動 参加 、今回 帰国後、
初 出席 。�
◆当時 各機関 先⽣⽅ 熱⼼ 授業 教師会活
動 取 組 、向上⼼ 厚 団体 感

、今回 、教師
学⽣ 参加 積極的 意⾒ 述 姿 拝 、
今 継続 嬉 思 。�
濱川先⽣ 講演 、学習者 漢字 学習法 知

思 、教師 応 必要
教 頂 。 新

教育機関 設⽴ 、従来 学習者 加 、
就労 ⽬的 新 学習者層 ⽣ 。
◆⽇本 学習者 多様化 進 。

中、漢字学習 依然重要 、濱川先⽣
多様化 学習者 応

活動 数多 提⽰頂 、 教室活動 取
⼊ 思 。�

◆後半 、 禍 学⽣ 学
⽌ 、
使⽤環境 ⼗分 ⾔

状況下、各国 先⽣⽅ 創意
⼯夫 、遠隔授業 ⾏
状況 詳 知
。 、 対 課題

把握 、改善 印象
残 。新型 収束 未 ⾒通 ⽴
、 形 遠隔授業 取 ⼊ 必要
、今回 共有 皆様

経験 ⽇々 教育活動 取 ⼊ 思
。�

◆今回 、 開催 、参加 可能
。懐 先⽣⽅ 会 、 先

⽣⽅ ⽇本語教師会 牽引役 活躍
、 ⽇本語教育 発展 貢献 御
様⼦ 伺 ⼤ 喜 。今後
⽇本語教師会 活動 期待 。�

川久保�華世（相模国際学院/主任教員）�
�
�
�

◆「１７」 数字 何 表
、

始 第 1 部
濱川先⽣ 講義 、漢字教育

、 授
業 応⽤

話 。教
師 、 教 ⽅
引 出 持

⼤切 、⽇々精進 思 。�
◆第 2部 、 、 、

先⽣⽅
、 禍 各国 事情 報告 。

影響 、 授業
⾏ 、

影響 留学 学⽣
。多 少 、 何

影響 、先⽣⽅ ⼯夫 取 組
様⼦ 。�

◆ 、⽇本 ⼤学 交流 持 機関
。 対策 普及

、今後、 形 、⽇本 ⼤学
教育機関 ⽇本語教育 学 ⽇本⼈学⽣

、⽇本語 学 留学⽣ 繋 仕
組 、 互 学 合 続

、 、 考 。�
◆ 研究⼤会 参加
思 、参加 先⽣⽅ ⽇本語⼒ ⾼

。発表 ⽇本語 ⾏ 。
◆運営 先⽣⽅ ⽅針 、⽇本語

、 機会 作
思 、素晴 頭 下 思

。先⽣⽅ ⾒倣 、 ⽇々私 精進
、 思 新 。 刺激

与 企画 教師会
感謝 。�

関⿇由美�
津⽥塾⼤学⾮常勤講師�

�
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キルギス日本語教育セミナー2021 
参加者より③�

◆「⽇本語 ⽂字 ？」 聞 、「 ・
漢字 」 誰 答 。⼀⾒ 、漢

字 ⾯⽩ 思 、学 始
思 ⾯⽩ 簡単 感 学
習者 少 。現 、漢字 嫌 ！漢字
書 ！興味 ！ 苦⼿意識 持 学習者
後 。 、 克服
、指導法 学習法 ⼤切 。最近 、漢字
⾯⽩ 簡単 覚 様々 、
漢字 学習 簡単 ⾔ 。

、書 順 意味 調 、漢
字 学習者 勧 ⾮常 便利
思 。 、 加 、教師
漢字指導 重要 。漢字学習 興味 持
教師 役割 ⼀ 、漢字 通 ⽇本語
⾯⽩ 教 教師 役割 考 。�

◆3 ⽉ 14 ⽇ 開催 「 春季⽇本語教育
」 、講演 構成
。早稲⽥⼤学⽇本語教育研究 准教授

濱川祐紀代先⽣ 「漢字指導・学習 ⽅法」
本当 興味深 話 。⽇本語⾮
⺟語話者、特 海外 ⽇本語 教 教師 漢字
学習法 指導 、 、助

⾮常 感 。�
◆⽇本語 教 ⽅ 興味 持 ⾮⺟語話者
、⽀ 協⼒ 重要 教師 互 教 合 ⾃分
能⼒ 伸 、 ⼤切 。�

ビシケク国立大学上級講師 

ヌスワリエワ・ジルディズ 

�

⽇本⼈ 専⾨家
⾮⺟語話者 ⽇本語教師
必要 当然

思 。 点 、濱川先⽣
講演 、先⽣ 今
漢字指導 学習法 関 調査 詳

話 、 思 。�
◆濱川先⽣ 、2021 年 2⽉〜3⽉ 、
⽇本語教師 対 （18 名）漢字指導 関

Ｇoogle 利⽤ 調
査 ⾏ 。 調査 結果 、講演 最初

、他 国々 教師 調査結果 ⽐較
⾯⽩ 。�

◆先⽣ 調査結果 、 ⽇本語教師
漢字指導 、漢字 ⾳読 訓読 同時 覚

、漢字 書 順 注⽬ 多
。学習者 、 学習 続 ⼀⽅ 、

⾃律的 態度 感 、先⽣ 考 、
漢字指導 他 国々 ⽐較 、⼤

違 。 、 ⽂化 国
多⺠族性 興味 強 考 。�
◆今回 講演 得 知識 少 、 漢字
学習法 指導法 影響 与 期待

。�
�
�
ビシケク国立大学 
東洋学国際関係学部 4年 
アットクロワ・メーリバン 
�
◆今回 ⽇本語教育

、以前私 参加 研
究会 違 開催

。 少 前
先⽣ 詳細 教 、

参加 思 。�
◆今年 全 発表内容 興味深 、⼤変勉強

。私 特 惹 、漢字指導・学習⽅
法 関 濱川先⽣ 講義 。濱川先⽣ 紹介

漢字 学習⽅法 意外 多 、
使 漢字 学習⽅法
。先⽣ 話 聞 、漢字指導⽅法 ⼤切 �

。漢字 勉強 様々 指導⽅法 使 楽
、学⽣ 漢字 好 違

考 。�
◆ 、各国 教育事情

⼤変興味深 。特
発表 ⾯⽩ 。

今年 教育 受 国⽴⼤
学 学⽣ 授業料 半分程 払 、Wi-Fi 無料

話 聞 、驚 。将来 教育
形 、

教育 教育
思 。�

◆今回 参加 、嬉 限 。
参加者 皆 対⾯ 会 気持 強

、
繋 素敵 思 。�

�
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キルギス日本語教育セミナー2021 第 2 部 
パネルディスカッション「CIS 各国オンライン教育事情報告会」 

 西條 結人（四国大学・元ビシケク人文大学）�

�

◆第2部 「CIS 各国 教育事情報告会」 、 、
、 、 4 国 ⼤学教員 教育事情 教育 関 報告 ⾏

。�
◆最初 国⽴世界⾔語⼤学 ・ 先⽣
教育 ⽅法 対⾯ 遠隔授業 ⽐較 報告 。2番⽬ 市⽴⼤学 ・

先⽣ 本 第 1 部 講演 漢字教育・漢字指導
中⼼ 市⽴⼤学 取 組 発表 。3番⽬ 国⽴⾔語⼤

学 ・ 先⽣ 、 ⽇本語教育事情全般 、対⾯授業 様⼦ 報告
。4番⽬ 国⽴総合⼤学 �・ 5番⽬ 国⽴⼤学
・ 先⽣、6番⽬ 国⽴⼤学附属⽇本学院 ・ 先⽣

所属機関 ⽇本語学習者、⽇本語教師 対象 結果 報告 ⾏ 。�

�

� 報告 ⾏ 4 国 教育事情 振 返 、⽇本 異 禍 教育環境・
教育事情 、⾮常 興味深 発表 。新型 影響 教育 在 ⽅

前 ⼤ 変化 得 状況 中 、⽬ 前 学習者 教育 機会、教育 質 保証
各国 先⽣⽅ 取 組 拝聴 、私⾃⾝ ⽇頃 実践 研究 刺激 。�

� 最後 、第 2 部 登壇 先⽣⽅、司会担
当 機会 、本企画・運営 共和国⽇本語教師会 先⽣⽅ 感謝
申 上 。 収束後 、 先⽣⽅、 ⽇本語教師会 先⽣⽅ 対⾯
会 楽 。�

�
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外国の研究大会に参加して 

ヴォロビヨワ・ガリーナ、PhD 
�

■最近 ⽅式 実⾏ 研究会 多
、 禍 ⾏

様々 国 開催 催 参加 発表
可能性 急激 増 。 私

3 ⽉ ２ 外国 国際研究⼤会 発表
。 3 ⽉ 11〜13 ⽇ 開催

研究⼤会 3 ⽉ 17〜19 ⽇ 開催
研究⼤会 。�

■ 市⽴⼤学 CIS ⽇本語教師会 実施 第３回国際学
術学会「教育現場 ⽇本語」 Microsoft�Teams

開催 。参加者 200⼈以上 。�
■ 語 ⽇本語 基調講演、 発表 。

同時 ２ 発表 ⾏ 。今回 、⽇本、 発表者
、残念 他 CIS 諸国 発表者 。 私以外 国

⽴⼤学 ・ 先⽣ 発表 。 ⽇本語教師会 賛助会員
津⽥塾⼤学 関⿇由美先⽣ 発表 。Microsoft�Teams 使 予
実⾏委員 指導 練習 。発表時間 15 分、質疑応答 時間 5 分 短 感 。

20分+10分 形 慣 15分 発表 内容 ⼗分 伝 思 。� �
■発表 多 、全部聞 、興味深 科学

・ 教授 基調講演「 ⽇本研究史」、 市⽴⼤学 ・
先⽣ 「⽇本語 聴解指導 確率的予測能⼒ 育成」 市第26番学校

・ 先⽣ 「創造的 教師向 ⾰新的教育技術 −中等教育学校
⽇本語授業 例 −」 発表 。実⾏委員会 皆様、 。�

■第13回 ⽇本研究国際学
会� |�第 26 回全伯⽇本語・⽇本⽂
学・⽇本⽂化⼤学教師学会「⽇本研
究 新 統
合 構築」（主催： ⽇本研
究協会） 、複数

同時配信 配信
StreamYard ⾏ 。⼤会 ⾔語
語 ⽇本語 。�

■実⾏委員 Alice�Tamie�Joko 先⽣ 研究⼤会発表
募集 知 私 発表
申 込 。応募者 競争率 ⾼

、採⽤ 私 発表
。発表 「漢字 構成上 複雑性

分析」 。�
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■津⽥塾⼤学 関⿇由美先⽣ 、「 ・
漢字 ―漢字学習 楽

創造的 ―」 発表 。
StreamYard 不慣 ⼤会 2 週間前 実⾏委
員 指導 練習 。�
■ 地球 ⻄半球 位置 、⽇本

時差 12時間、 時差 7時間 。
「 私 発表 夜中 2 時 、3 時

」 ⼼配 、 時間 午後7時 、 。�
■⼤規模 研究⼤会 、 、⽇本、 、 国々 発表者 。同時 3

発表 ⾏ 。事前登録 発表者 、⼀般 ⼈ 誰 ⾃由
世界中 YouTube ⾒ 。今 、⼤会 、更

全 講演、 、研究発表 次 URL ⾒ 。�
https://doity.com.br/ciejb2020/blog/Nihongo� �
■ 直接発表 URL ⼊ 、 便利 。私 関先⽣ 発表

URL 次 。https://www.youtube.com/watch?v=sQX-ZCKFGZA�
�

■2 ⽇後私達 視聴 ⼈ ⼈数 170 ⼈ 達
。 30分前 発表者、司会者、
運営 実⾏委員 集 、 動

作 ⼀度確認 楽 話 。司会者 2⼈ 発
表者 ⽇本 、後⼀⼈ 発表者 、 私

不思議 感 。私 国 名前 聞
、「 」 ⾔ 参加者 「 ？」 ⾔ 、

国 名前 初 聞 分 。 話 私 ⼀ 語 単語 覚 。
実⾏者 間 話 語 、私 最初 発表 、 話 中 primeiro（最初）

⾔葉 聞 取 。�
■発表時間 20分 。発表 YouTube 質問

届 。質疑応答 4 ⼈ 発表 後 30 分 。
質問 司会者 関野先⽣ 発表順 聞 、私

答 。私 、 質問 届 。
発表者同⼠ 互 質問 、楽
。�

■ 研究⼤会 参加 ⼤変勉強 。素晴 実⾏
委員会 理想的 研究⼤会 思 。 閉会式
実⾏委員 向井先⽣ 講演者、発表者、視聴者、 実⾏委員 感謝
⾔葉 ⾔ 。実⾏委員 写真 名前 公開 、
思 。⼤会

実⾏委員会 仕事
多 、責任重⼤

。
皆様、⼼ 感謝

。Obrigada!� �
会 ！�

�
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～２０２１年キルギス共和国日本語弁論大会入賞者～ 
◆２０２１年４⽉４⽇（⽇）、 共和国⽇本語教師会 、在 共和国⽇本国⼤使館 国際
交流基⾦ 共催 �ZOOM 「 国内⽇本語弁論⼤会」 開催 。本年 初
級部⾨（A⽅式）及 中上級部⾨（B⽅式） 発表 、合計５機関１８名 出場 。�

キルギス国内日本語弁論大会２０２１・A方式入賞者 
 氏名 テーマ 所属教育機関 
１位 アクマタリエワ・アクジナット オンライン授業 キルギス国立総合大学 

２位 マムィトワ・アリヤ 私にインスピレーションをあ
たえてくれる人 ビシケク国立大学 

３位 コジョベコワ・アデリ インスピレーション キルギス国立総合大学 
 

キルギス国内日本語弁論大会２０２１・B方式入賞者 
 氏名 テーマ 所属教育機関 
１位 バキット・クズ・アイペリ 観光業の希望 アラバエフ付属日本学院 
２位 マラトワ・アイビィケー 善を信じるためには ビシケク国立大学 
３位 ガリャモワ・カリーナ 愛とは？ キルギス日本センター 

４位 ケネシベコワ・シャフダル 大事なのは今ここに生きてい
るということ ビシケク国立大学 

５位 アセコワ・アルトゥナイ 母親に重んじしろ アラバエフ付属日本学院 
６位 クシタール・アルーケ 一度きりの人生 キルギス国立総合大学 

 
◆審査委員 ⽅々 出場者 発表 ⾼ 評価 、昨年 ⽐ 学⽣参加者 ⽇本語⼒ 向上
⾮常 感 喜 感想 意⾒ 。最後 来年 弁論⼤会
実際 発表 、弁論⼤会 効果的 期待 願 。�

◆⼊賞者 複勝 賞状 、 、出場者全員 参加賞 参加証書 贈 。⽇本 半年間
実習経験 B ⽅式１位 中央 ⼤会参加資格 。 代表

２位 ５位 ⼊賞者４名 ５⽉３０⽇開催予定 中央 ⽇本語弁論⼤会 出場 。�
◆今回 前⽥茂樹 共和国駐箚⽇本国特命全権⼤使 根本直幸 JICA 共和国事務所所
⻑ 多 皆様 以下 通 及 ⽇本 関係各機関 企業 協⼒ 。�
�

在 共和国⽇本国⼤使館、�
JICA 共和国事務所、 ・⽇本 協議会、国際交流基⾦、�

Unique�Technologies、Japan�Style、IBS 社、DMSolutions 社、深⾕国際外国学院、�
Kyrgyz�Association�of�Tour�Operations（KATO)�、NHTabi�Company、� �

⽇本語学校KINAKO、MATSUNOKI、 国⽴⼤学、�
共和国⽇本⼈材開発 �

（敬称略）�
本⼤会開催 ⽀援 協⼒ 深 感謝申 上 。�
�

キルギス国内日本語弁論大会2021実行委員 
キルギス国立大学付属日本学院 

タシタンベコワ・スルガ 
イシライロワ・ジルディズ 

�
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     初めての日本語弁論大会      
アラバエフ名称キルギス国立大学付属日本学院 

ホテルサービス学 ４年 

バキット クズ アイペリ 

（キルギス共和国日本語弁論大会 2021 優勝者） 
�
◆⼤学 1年⽣ 、⽇本語弁論⼤会 ⾒ 、参加者 憧 。私 弁
論⼤会 参加 勇気 出 思 。 緊張

。� 今年、 国内弁論⼤会 初 参加 。 半年 観光業
卒業論⽂ 研究 。 、他 書

時間 思 「観光業 希望」 選 、作⽂ 書 。�
◆私 卒業 論⽂ 「⽇本 観光 業 発展 経験 観光

業 」 。⽇本 観光業 発展
⾼ 。 惹 。�

◆⼦供 頃 世界 国 ⽂化 興味 、 旅⾏ 夢⾒ 。⽇本語弁論⼤会
⽇本語 勉強 ⼈ 関⼼ 持 素晴 思 。参加者 ⽇本語
能⼒ 、公衆 前 話 才能 ⾒ 。各参加者 ⼆ 質問 、
私 質問 思 。何 経験 、 ⽇本語 頑張
。弁論⼤会 主催者、共崔者、審査委員、実⾏委員会 先⽣⽅ ⼼ 感謝申 上 。�

�
Я впервые увидела конкурс ораторского искусства на японском языке, когда училась на 

первом курсе университета. Тогда я была восхищена выступлениями участников и задумалась, 
смогу ли я воспитать в себе смелость для участия в таком конкурсе.  

И вот в этом году я впервые приняла участие в конкурсе. Темой выступления я выбрала 
туризм и звучит она так: «Надежды туризма». Тему я выбрала не случайно, а ввиду ее 
важности. Уже полгода я провожу исследования в области индустрии гостеприимства для 
своей дипломной работы по теме «Возможность использования опыта развития индустрии 
гостеприимства Японии в условиях Кыргызстана». И у Японии, и у Кыргызстана имеется 
большой потенциал развития индустрии туризма. Интерес к странам и культурам мира 
проявился у меня еще с детства, я всегда мечтала путешествовать. Пандемия коронавируса 
оказала влияние на все сферы нашей жизни, особенно пострадала индустрия гостеприимства. 
В своём выступлении я рассказала о современной ситуации в сфере туризма в Японии и 
Кыргызстане, а также о том, какие уникальные меры принимаются для поддержания этой 
сферы. 

Я думаю, что конкурс ораторского искусства на японском языке является прекрасным 
мероприятием, которое повышает мотивацию и интерес студентов к изучению японского 
языка. Участники демонстрируют не только свой уровень знания языка, но и умение выступать 
перед публикой. Каждому участнику после выступления задают два вопроса, что мне 
показалось недостаточным. Было бы хорошо, если бы вопросов было немного больше.  

Участие в конкурсе стало для меня ценным опытом. Я буду продолжать изучать японский 
язык. Выражаю искреннюю благодарность преподавателям, организаторам, спонсорам, судьям 
и участникам конкурса. 

Бакыт кызы Айпери, 
студентка 4-го курса Института японоведения КГУ им. И. Арабаева�

�
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2021 年キルギス共和国日本語弁論大会に参加して 
ウズベキスタン日本語教師会 国内弁論大会実行委員 

ラスレヴァ・イルミラ 
�
■2021 年 4 ⽉ 4 ⽇ 共和国⽇本語教師会 招待
国内⽇本語弁論⼤会 参加 、本当 嬉 思 。

■ 感染拡⼤ 防 今年 弁論⼤会 残念 、
形式 開催 、 中央 各国 教員 ⼀⼈

参加 、「不幸中 幸 」 思 。 教師会 皆
様 弁論⼤会 ⾏ 多⼤ ⼒ 尽 強 感

、 形式 ⻑ 経験 、 今回 、PC
、接続 時間 考慮 合理的 考 ⽅ 加

思 、 優 運営 思 。�
■出場者 選 幼 ⼈⽣、⽣ 、⼈間 内容 深 、現代

禍 授業 観光業 期待 現在 社会的課題 踏 発表 幅 広 、学⽣
持 視野 広 思 。学⽣ ⽇本語知識、⾃分 考 意⾒、感情

上⼿ 伝 表現能⼒ 感動 。 、学⽣ 適切 質疑応答 平等 審査 、
⽇本語教育、⽇本語教師 皆様 ⾼ 感 。�

■ ⽇本語教育 更 発展 ⼼ 祈 、今回 招待 主催者 皆様
⼼ 感謝申 上 。�

�
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊�

�

 「みんなマスクで！」～賞状・参加賞授与式を終えて  

�
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駐キルギス日本国大使をお招きして 

前田大使による講演会 

アットクロワ・メーリバン 

ビシケク国立大学東洋国際関係学部 4 年 
 

◆3 ⽉ 24 ⽇、 国⽴⼤学 駐 共和
国⽇本国特命全権⼤使 招 、記念講演

。在 共和国⽇本国⼤使館
協⼒ 同様 毎年開催

、COVID-19 影響 、昨年 ⼤学授
業 、 延
期 、 前⽥⼤使 交流
実現 、⼤勢 学⽣ 参加 。�
◆前⽥⼤使 国⽴⼤学訪問記念講演

、現在 ⽇本 、 ⽇
本 建国 教育 ⼤切

英語
。 興味深 、考 内

容 。�
◆⼤使 講演 後 Q&A ⼊
。参加 学⽣ 希望者全員 前⽥⼤使 直接質

問 機会 与 、私 貴重 時間 過
。私 、⽇本 輸

⼊品 増 何 必要 、⽇本
製品 求 、

質問 。�
◆私 去年 夏 ⽇本 １年間留学

、留学 、 ⽇本 輸⼊
商品 ⼤好 無印良品 店 ⾒
、 嬉 。�

◆ 店 ⼆⼈ ⼥⼦⾼⽣
前 「 作 ！ ？

？ 調 」 話
。⽇本 ⾼校⽣ 興味 持 �

�
、私 ⼈ 嬉 誇

気持 。 店 並
⽇本⼈ 馴染
伝 思

。 同時 、 輸⼊品 少
気 、 増 思

。�
◆ 、私 、 機会 ⼤使

質問 思 。�
◆他 学⽣ 質問 。Q&A

興味深 。 最初 最後
英語 ⾏ 、⽇本語 専攻

学⽣ 参加 。�
◆今年 ⼤学 卒業 予定 、今回

国⽴⼤学 学⽣ 参加
最後 、 、

毎年開催 ⼼ 願
。 

�

日本語能力試験 
2021年第１回（７月） 

会場：アラバエフ名称キルギス国立大学 

実施日：７月４日（日） 

�
�
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「日本創生の原動力」 
前田茂樹駐キルギス日本国大使ビシケク国立大学訪問講演 

ジュヌシャリエワ アセーリ 
ビシケク国立大学日本語日本文学研究講座主任 

�
■2021 年 3 ⽉ 24 ⽇、駐 ⽇本国特命全権⼤
使 前⽥茂樹⽒ 国⽴⼤学 訪問
。�

■前⽥⼤使 学⻑ 教育 科学分野
⽇本 両国関係 拡⼤ 強固
、特 、 国⽴⼤学 ⽇本 諸⼤

学 科学技術振興拠点 協⼒ 意⾒交換 ⾏
。�

■前⽥⼤使 、 、東洋国際関係学部⽇本語⽇本⽂

学研究講座 視察、 後、本学 教員
学⽣ 前 「⽇本創⽣ 原動⼒−諸外国 知⾒、

教育価値 重視、独⽴精神」 題 講演
。�

■ 最後、学⽣ 多 質問 答
、⼤使 「熱⼼ 勉強 続 将来

期待 」 、参加
学⽣ 激励 。�

24 марта 2021 г. Чрезвычайный и 
Полномочный Посол Японии в Кыргызской 
Республике господин Маэда Сигэки посетил 
БГУ. 

Ректор университета проф. А.И. Мусаев 
и Посол Японии обменялись мнениями по 
вопросам дальнейшего укрепления и 
расширения кыргызско-японских отношений 
в сфере образования и науки, в частности, о 
сотрудничестве БГУ с японскими 
университетами и центрами продвижения 
науки и технологий. 

Господин Маэда Сигэки ознакомился с 
кафедрой японской филологии ФВМО. И в 
кинозале господин Посол выступил с 
гостевой лекцией на тему ≪Опыт 
зарубежных стран, ценность образования и 
дух самостоятельности - путь к созданию 
Японии≫. 

В завершение гостевой лекции Посол, 
поблагодарив всех присутствующих за 
внимание, ответил на многочисленные 
вопросы студентов университета. Также 
Посол выразил надежду на то, что студенты, 
сидящие перед ним, будут прилежно учиться и 
станут лидерами своей страны. 
�

＊＊＊＊＊＊＊�
 
 

キルギス共和国日本語教師会紀要第5号発行 
Ø 紀要 内容 、教師会 「紀要『 ⽇本語教育研究』� �

、 覧 。�
http://jlkyoushikai-kyrgyz.jimdo.com/紀要-キルギス⽇本語教育研究/バックナンバー/ 

主な内容 
◆特別寄稿：Language Learner Literature としての日本語多読の読みもの 

─初級書き下ろし作品の工夫と作者の意図─ （作田 奈苗）  
◆研究論文：孤立環境キルギスにおける日本語学習／教育の意味づけ 

－現地教師のビリーフ調査から       （山口 紀子） 

◆教育事情・実践報告：キルギス日本語教師会会報の創刊から 20 周年を 

迎えて －会報バックナンバーの概観－（ヴォロビヨワ・ガリーナ） 

ほか  
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研究活動報告：外国の研究大会に参加して…………………………………… 

2021年キルギス共和国日本語弁論大会入賞者一覧   …………………… 

優勝者感想：初めての日本語弁論大会 ……………………………………… 

写真：国内日本語弁論大会賞状授与式を終えて ……………………… 

駐キルギス共和国日本国特命全権大使講演会  …………………………… 

『キルギス日本語教育研究』第5号発行 …………………………………… 
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キルギス共和国日本語教師会事務局 E-mail: kajlt.jimukyoku@gmail.com 
賛助会事務局 E-mail: kyoshikai.sanjokai.jimukyoku@gmail.com 
会報バックナンバー https://www.evernote.com/pub/tm0y/kyrgyz_vestnik 
KAJLT HP  http://jlkyoushikai-kyrgyz.jimdo.com 
ウィキペディア https://ja.wikipedia.org/wiki/キルギス共和国日本語教師会 
Facebook  https://www.facebook.com/JLteachers.association.KR?ref=aymt_homepage_panel 
http://jlkyoushikai-kyrgyz.jimdo.com/紀要-キルギス日本語教育研究/バックナンバー/ 
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